
ASSET事業は、先進的で高効率な低炭素機器の導入に取り組む事業者が、

当該機器の導入等を加味した適切なCO2排出削減目標を掲げ、その目標達成を

約し、低炭素機器の導入と併せて事業所における運用改善の取組も行いつつ、本
事業の参加者全体で排出枠の調整を行うことで事業全体として確実な排出削減を
担保し、CO2排出量を効率的に大幅削減することを目的としているものです。

平成25年度予算
○○百万円

対象設備の導入補助
（採択基準: 削減の費用対効果）

“ﾘﾊﾞｰｽｵｰｸｼｮﾝ”

大幅削減の
目標達成

（クレジットの
活用等を含む）

費用を抑えて大幅削減するぞ！

グループ
参加も可

●t-CO2
削減！

店舗や工場で
目標を立てて
削減する取組
を支援します。

環境省 事業者

高効率設備の
情報は少なく、

高コスト

•ガスヒートポンプ
•店舗・オフィス用エアコン
•温水・蒸気ボイラ
•LED照明器具

など

電気代が高くなったけど
設備更新ができない…

創意工夫

L2-Tech
認証製品
リスト一覧

ASSET事業概要
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